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    ・契約事務について 
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   午前１０時００分  開会 

○鎌田委員長 では、皆さんおはようございます。 

  では、ただいまから総務教育常任委員会を開会いたします。 

  傍聴者はありませんね。 

  これより議事に入ります。 

  調査事件「契約並びに私有財産、公共用地の取得・処分及び管理について」の契約事務につ

いてを議題といたします。 

  まず、資料の確認をさせていただきます。 

  皆様のテーブルの上に、左側かな、あります資料は、前回の委員会で、右側ですかね、真ん

中にあるやつは、前回の委員会でお話しさせていただきましたとおり、これまでの皆様の御

意見や改善案をまとめた調書、下請法の抜粋であります。本日はこの資料を使って議論を進

めてまいりたいと思います。皆様の左側にあります資料につきましては、志賀委員から配付

の申出がありましたものになります。こちらの資料につきましては、後ほど志賀委員から説

明いただきたいと思います。 

  それでは、右側の資料、問題点や改善案をまとめた表について説明させていただきます。 

  これは、前回委員会で皆さんの意見が出されました。それで、委員長、副委員長、それから

志賀委員を含めてまとめさせていただくということで了承を得ました。この内容については、

石垣議事調査係長がいろいろまとめてくれたやつに、私の意見やら訂正箇所を入れて盛り込

んだ部分がありますが、資料を作らせていただきました。それを基に、先日、委員長、副委

員長、そして志賀委員と３名で審議させていただきました。その内容がこの今後の方針案で

あります。この方針案について説明させていただきます。 

  まず、１番として、下にいろいろ問題点、改善策、それから理由が書いてありますけども、

１番の部分、今後の方針案の真下の部分ですね。当局へ契約全般のガイドライン（手順書）

と入札の手順書の作成を依頼すると。随意契約のガイドラインは数年前につくったやつがあ

りますので、これにこの改善点を入れさせてもらうと。それから、この全体的なガイドライ

ンというのはないんですね、手順ね。これをつくっていただくと。それから、入札の手順に

ついても作成いただくと。そして、プロポーザルガイドライン、これはもう既につくってあ

るらしいんですが、もう一つやるということなので、これにも改善案、これを盛り込んでい

ただくというようなことです。 
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  ２番目については、この改善案をそれぞれのガイドラインに、今説明しましたが、入れ込ん

でもらうというところです。１番から13番までありますが、これは今までに皆さんから出さ

れた意見の要約です。説明させてもらいますと、まず１番目に、この中に特別に私入れさせ

てもらったのは、どの契約に含むのか、この種別というところも入れさせてもらいました。

契約全般なのか入札関係なのかといった内容について入れさせてもらっています。それから、

問題点、改善案と。どうしてそういうことを載せたのかという、今までの事例とかを右側の

理由の項目に載せています。 

  まず、№１になりますけども、ホームページで入札公告情報を探しにくいと。これは教育委

員会の関係だったと思いますね。理由に書いてありますけども、教育委員会発注のエアコン

設置契約において、市ホームページの掲載が入札情報のページではなく教育委員会のページ

に掲載されていたため、入札情報を得られなかったという声があります。これについての改

善案については、入札情報は市ホームページの中、同じページ、ほかの工事と同じように一

括してホームページに掲載してもらうと。 

  それから、２番目、入札、プロポーザル、見積り徴収参加者数が少なく、競争が十分に働か

ないと思われる事例があると。これはどういう意見が出されたかというと、他市事例を調査

したところ、独自に入札公告期間を長くする取扱いを行っている市が県内にはあったためと。

隣の多賀城とか数件ありましたよね、そういうところね。改善案としては、参加者の負担を

軽減することにより参加者数を増やす目的で、入札公告期間等を長くする取扱いを行うと。

公告時間を長くすると。有資格者の配置など特殊な入札参加条件が要求される契約案件につ

いても、入札公告期間等を十分に確保することとすると。これは環境課関係で何か資格が必

要なやつとかありましたよね。急にこんな資格がぼんと出てきてもあれなので、もうこうい

ったものについては、少し長期間というか長い時間、大分前にそれこそしていただくと。 

  ３番目については、契約形態について市の説明が途中で変わったことがあるという、これは

瓦礫やらと、何でしたっけ、何とか雇用創出事業あれの関係だったと思います。理由として、

議会に対して単価契約であると説明があった契約が、後日総価契約であったとの説明が変じ

た事例が過去にあったため。これは今回の中身として出す必要があるのかなというね。改善

案としては、各契約においてどの契約形態を立てるのか書類上明記することとする。でも、

これは読めば分かりますよね。 

  ４番目として、財産の売払いで契約規則が守られていないと思われる事例がある。これはど
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ういう理由かというと、財産の売払いで随意契約の範囲となる金額、ここには30万円が守ら

れていない事例が過去にあったという意見があったため。改善案としてはどうするのかとい

うと、契約規則第14条、随意契約の範囲について、範囲金額を具体的に記載した上で、遵守

事項であることを手順書等に明記することとすると。 

  ５番目、公平公正な契約を行うことに留意しながら、災害時などに活躍できる地元事業者を

参画しやすくさせ、育成していく必要がある。どういった理由かというと、もう既に本市に

おいては総合評価落札方式において地元への貢献を評価しているところであるが、他市の事

例を確認したところ、本市にはない評価項目を採用するなどしており、さらなる工夫の余地

があると思われるということで、どういう改善案かというと、総合評価方式の導入を推進し

つつ、評価項目については、地元への貢献度を広範囲に評価していくこととすると、そうい

った要望です。 

  ６番目、プロポーザル方式での選定について、恣意的な評価になっていないかどうか疑問が

ある。どういった理由かというと、非公開かつ市職員のみが評価するケースについては恣意

的な評価になっていないかどうかチェックできないためということが出されました。改善案

としては、選定過程を公開することや、評価者に市職員ではない第三者を含めるなどの改善

を行う。 

  ７番目、災害時の入札契約ガイドラインを設けるべきではないか。理由といたしまして、東

日本大震災の際にリース契約とすべき契約を購入契約で行うなど、適切ではないと思われる

案件が見受けられたためと。これに対する改善案としては、国土交通省災害復旧における入

札契約方式の適用ガイドラインを適用するなどの規定を盛り込んでいただくと。 

  ８番目、下請の権利が守られていないのではないか。これの理由については、下請の権利を

明記することによって、立場の弱い下請の生活を守る必要があるためということで出されま

した。改善案としては、下請代金支払遅延等防止法（下請法）の遵守及び特に留意すべき点

を具体的に明記すると。下請法で定められているものは元請の責務（親事業者の遵守事項）

であり、もし行政として関わるとすれば、契約書類に下請法の遵守を盛り込むことになろう

かと思われる。遵守することをここに盛り込んでもらうと。 

  ９番目、契約の履行確認のポイントを具体的に示す必要があるのではないか。これについて

の理由は、契約上、運搬トラックが通過する道路の清掃を行うこととしていたが、道路清掃

を行うに当たり必要な道路使用許可を取っているかどうかチェックしていないケースなど、
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正しく履行されていればあるはずの書類の写しが見当たらないケースが見受けられたため。

改善案としては、契約履行確認に当たって客観的な証拠となる書類の写しなどを明示してお

く。 

  それから、10番目、安易に随意契約を選択しないよう仕組みが必要ではないか。理由として

は、安易に随意契約を結ぶことを抑止する必要があると思われるため。改善案としては、随

意契約を選択する理由を確認する統一的なチェックリストを作成し、必ず実施させる。チェ

ックリストですね。 

  11番、指名委員会が漫然と行われていないかという意見が出されました。理由として、議事

録を後日確認できるようにすることにより、指名委員会に対するチェックが必要と思われるた

め。これについては、改善案としてはここにこういうふうに書いていますが、もうこれはされ

ているということですね。指名委員会の議事録を作成することとする。もう作られていると。

指名案件の内容と主な意見、結果を記載した会議の概要及び各案件ごとの調書を作成している

ことを管財契約課に取材済みだと。 

  12番、起案文書において起案日と決算日しか分からないと。理由としては、起案日と契約日

が同日のものがあり、決算日に疑義があるとの意見があったため。改善案は、途中の決済者の

決算日を起案文書に記載すると。 

  それから、13番、契約関係書類のうち、履行確認に必要な書類が不足していることがある。

どういった理由かというと、正しく契約内容が履行されているかどうか確認するための書類が

不足していた事例があったため。改善案としては、履行確認に必要な書類のリストとチェック

リストを作成し、書類の漏れが発生しないよう対策を講じる。結果として契約が正しく履行さ

れていないという不正の発生防止につながると。 

  こういう内容で皆さんから出された内容を網羅いたしました。それで、網かけをつけていま

す３番、それから11番。この３番については、今回のこの中には盛り込む必要がないのではな

いかと思いますし、11番目については、もう既に実施されているということが確認されており

ます。ですから、今回はこの３番と11番を除く11項目について、随意契約ガイドライン、それ

からプロポーザルガイドライン、それから新たにつくっていただく契約全般のガイドラインな

いしは手順書、入札の手順書等に盛り込んでいただくという要望であります。そういった内容

で皆さんの賛同を得られれば、次の委員会は総務人事課、それから管財契約課の方を招いて開

催したいと考えております。各委員からの意見がありましたらご発言をお願いします。志賀委
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員。マイク使ってください。 

○志賀委員 委員長から今、網かけについて必要ないんじゃないかという話でしたけども、必要

ないですか、本当に。 

○鎌田委員長 ないんじゃないですかね、一番最初の契約の内容を見れば分かるのかな…… 

○志賀委員 意味が分かっていないんじゃないですか。はっきり言って、この内容について、私

一切意見言っていません、先日の会議の中で。私の意図するところと全く違ったものですか

ら、資料に作り方について。議論が終わって、これについて、何も私の意見は入っておりま

せん。 

  それで、例えば、３番の契約掲載について、何でこういうことが出てきたかというと、結局

２つの裁判で、議会に報告している契約方法と裁判で塩竈市が申し立てた契約方法の違いが

出てきたということが一番の問題点なわけです。ですから、議会に対する説明と裁判に当た

っての契約の説明が違っていたら、議会としてはこの点を問題として当局に本当は追及しな

きゃいけないなと私は思っているわけですね。過ぎたことだから今さらどうにもならないで

すが、ただ、そういうことが起きないように契約上どうすべきかということを私はちゃんと

定めるべきだと思っているわけですけども、その点についてはどうお考えですか。 

○鎌田委員長 そうすると、契約書の中に項目を設置していただいて、単価契約なのか総価契約

なのかを丸印つけるとか記入するとか、そういう形がいいということですか。 

○志賀委員 私はそういう議論をするために、前回の委員会でこの前に書いていたガイドライン

を基として、そのガイドラインに基づいてこの問題点をガイドラインの中に当てはめ込んで

たたき台をつくったらどうですかという意見を私は言ったつもりなんですが、委員長のお話

ではこういうものでいいんだという捉え方という、当然私の意見の内容と出てきた資料が違

っていたわけですね。だから、これについては、私は一切まだ意見を言っていませんので、

これからガイドラインを作成するに当たってそこにいろんな意見を当てはめ、足して、それ

でつくっていただければなと思うんです。これを足して役所に勝手にただつくれやというこ

とだけでは、十分なものにはならないのかなと感じております。 

○鎌田委員長 まず、話の１番目は、この３番目の項目が違っているということでしたけども、

これについて、皆さんの意見ありますかね。盛り込む必要があるのであれば、これも先ほど

言ったようにもう最初から単価契約なのか総価契約なのか明示する項目を設置してもらうと

いうことになろうかと思うんですよね、出すとすれば。各委員の皆さん、いかがですか。
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（「ちょっといいですか」の声あり）志賀委員はお聞きしたので、皆さんの…… 

○志賀委員 委員の方々が何が単価契約だか随契だか分かっていないと私は思うんですよ。どう

違うことやっているのか。単価契約、これは東日本大震災ですよね。それと確定契約という

問題があるわけですね。そういった問題の一つの事象に対してこの委員会でちゃんと議論を

重ねて、それを防ぐためにどういう文言が必要なのかということを私は議論すべきであると

思っているわけです。ですから、私は私なりの別なやつに一応ガイドラインもどきのたたき

台をつくって、それでここに、これを基に皆さんで議論していただいて、それでいろんな文

言を盛り込むとか削除とかということをしていくのがいいのかなと思っているわけですね。 

○鎌田委員長 今出された意見で、大きく２つあると思うんですよ。この３番目の項目の取扱い

と、それからもう一つは、この間の委員会で決めさせてもらって皆さんから了承を得たと思

うんですが、３人でこの案をつくってこれを出すということでこの間の委員会では皆さんか

ら了承を得ました。志賀委員は勘違いされているというか、自分の言ったことと違うのでそ

ういうふうに思われるかもしれませんけども、そういう形でこの間は進めさせていただきま

した。それで、３人で最終的にこれを確認して、３人でこれをつくったというか、今回提出

させていただいた。 

○志賀委員 私はこれ入っていませんからね。 

○鎌田委員長 いやいや、来たっちゃ、何だや。 

○志賀委員 了解していないもの。納得、了解、全然見てないですもの。 

○鎌田委員長 見てないといったって、あそこで全部読みながら１人ずつ意見交換してやったで

はありませんか。 

○志賀委員 じゃあ、もっと言いますね。あと、７番、災害時の入札契約ガイドラインというと

ころなんですが、これは私が問題にしたのは入札でなく随意契約なんですね。（「随意契

約」の声あり）随意契約です。重点分野雇用対策事業。 

○鎌田委員長 じゃあ、この項目種別は全部ではなくて随意だと。 

○志賀委員 随意契約で問題だと。 

○鎌田委員長 のみだと。 

○志賀委員 入札は入札で…… 

○鎌田委員長 でも、これ全部に関わってくることでもあるんじゃないですか。 

○志賀委員 それもあるけども、だから…… 
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○鎌田委員長 じゃあ、全部の扱いでいいんじゃないですか。 

○志賀委員 入札方式の適用ガイドラインを準用するということが書いてありますけども、これ

は主に随意契約のことを取り上げて、単価契約とあと概算払い契約と。要するに、単価契約

だったのが総価契約になったり、概算払い契約だったというのが確定契約だったりというふ

うになった事象があったので、そういうことを防ぐためにどういうガイドラインをつくるべ

きなのかなということの提案ですね。 

  それと、あと11番の指名委員会の件については、指名委員会の会議規則みたいなのを見たら、

一応持ち回りの会議ということも確保しているというふうに書いてありました。ただ、それ

ばかりが多用されると、持ち回りの、そうすると議事録も作成できないわけですよね。そし

て、やっぱり指名委員会が役所の人たちだけだと、１人のトップの責任者の恣意的な方向に

行かざるを得ないと思いますので、そういうものを防ぐために指名委員会をどうすべきかと

いうこともやっぱり委員会で議論していかないと、ちゃんとした運営はできないのではない

かなと感じるわけです。ですから、これがもう完全に終わっているからこれは要らないんだ

という話では私はないと思います。 

  以上です。 

○鎌田委員長 ７番については、そうすると、ここに契約全般と書きましたけども、この問題点

の中に主に随意契約だということで括弧書きでもしたほうがいいんですか。 

○志賀委員 いやいや、いいですか。私の言い方間違っている。契約全般、入札も当然ガイドラ

インが必要なんでしょうけども、契約全般でその中の随意契約が特に重要だよということで

す。 

○鎌田委員長 ですから、問題点の中の入札契約ガイドラインと書いていますけども、ここに括

弧して主に随意契約という項目ぐらい入れればよろしいですか。 

○志賀委員 そういうことですね。 

○鎌田委員長 あとは、11番については、持ち回りの場合があったということですけども、これ

は持ち回りの場合は議事録というのはもちろん出されないわけですか。それとも、持ち回り

でこういうことで決まったということで……（「実際に見ていないから、ちょっと分からな

い」の声あり）分からない。そうすると、ここに持ち回りは認めないとかそういう話ですか、

そうすると。 

○志賀委員 だから、そういうところをやっぱり担当課と我々が意見交換していかないと、我々
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の感覚だけでは勝手に決められないんだから、やっぱり意見交換が必要だろうなと思うわけ

です。 

○鎌田委員長 そうすると、11番については、取りあえず上げておいて、その実態をお聞きして、

それでこれを上げる、上げないを決める形がいいですか。 

○志賀委員 進め方として、これが最後のあれじゃなくて、ちゃんと別にこういうガイドライン

を我々はつくって、それに文言を落とし込んで、それで役所の方々がそのガイドラインの書

き方について、いやこうだ、ああだという意見を交換しながら進めていかないと、なかなか

先に進まないんじゃないでしょうかと私は考えております。 

○鎌田委員長 それについては、前回の委員会で３人で決めさせていただくと。それを提出する

ということで皆さんの了承を得ました。実際、これを運営する職場というか、そこで本来だ

ったら、これはマニュアル的なものですから、チェックリストやらマニュアル、これは我々

が作るものではなくて、やっぱりその職場で作るものであって、それに私たちは注文して、

これを必要項目として入れてくださいよという要求を出すわけですね。それを出したらそれ

で終わりかといったら、そうではなくて、できたものをまたチェックさせていただくという

次の行程がありますので、ですからその心配する部分については、問題ないのかなと私は思

いますけども、いかがですか。ほかの委員の方のご意見もお聞きしたいところです。では、

土見委員。 

○土見委員 まずは、資料作成ありがとうございます。 

  まず、この網かけしてある部分からなんですけども、３番については、この内容からいえば、

僕は単純に契約の項目のことは明記してもらえればいいと思います。なので、そこは抜かな

いでやってもらえたほうがいいかなと思っております。 

  11番についてなんですけれども、これは先ほど志賀委員からご指摘があったのと僕も同意見

ですね。多分、例として挙げたのが教育委員会のエアコンの話か何かだと思うんですけども、

やはり急ぎの案件だったのでということで全部回覧というか持ち回りで判こだけついていっ

たという話だったので、実はその後改善策がちょっと出ていない可能性があるので、ここは

まず一回当局と話をして、実際のところを見なきゃ改善案を求めることは難しいかなと思っ

ております。 

  ３者でこの資料を作ってもらうという案に関しては、こちらから何とも言いづらいところが

あるので、そこはしっかりこういうことのないようになんですが、全体の今後の流れに関し
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て、まずこの改善案、たたき台をつくっていただいたのは非常に感謝しております。分かり

やすくなったかなと思いますが、これをこのまま当局に出してしまっては現状との差という

のも、うちらはあくまで机上の話なので、それをまず当局に対して、一回こういうふうに出

そうと思うんだけどという段階でまず当局を呼んで実態とすり合わせるというのが必要だと

思うんです。その後にこの改善案をブラッシュアップした上で、ガイドラインは当局でつく

ってもらってもいいと思いますけれども、それと同時に、志賀委員がご指摘されていたのは

我々のほうでちゃんとチェックする目を養えという話なんですよね。なので、その部分に関

しては我々がガイドラインをつくるという過程で勉強すると志賀委員はおっしゃっていたん

ですけれども、その方法がいいのか、それともあっちでガイドラインをつくってもらってい

るものと並行して我々で別途勉強するのがいいのか、ちょっと悩ましいところなんですけれ

ども、ガイドラインという実際のものをつくるということを考えると、当局でつくってもら

ったほうがいいのかなと、テクニカルな部分もありますので、というふうに私は思っており

ます。 

  以上です。 

○鎌田委員長 ほかございますか。小高委員、いかがですか。  

○小高委員 お疲れさまです。大変なまとめ方をしていただきましてありがとうございました。 

  それで、３番のところで、まずは網かけの部分で伺いたいんですけども、過去の事例によっ

ては様々あったかと思うんですが、一般論的にこれはもう明記しておけば非常に分かりやす

いものになるので、契約形態についてというところ、ここに問題があると明記するというの

は、これはあっていいのかなと思っております。 

  それと、あと指名委員会、11番の関係なんですが、今現在その概要等については、作成され

ているということだったんですけども、何となくつくってはいるけれどもつくっていないや

つもあったりなんかして、ちょっと曖昧な形になっている部分もあるのかなという思いもあ

って、改善案の段階では作成することとするということで入れさせていただいて、その上で

当局を含めたすり合わせの中でどういう形がいいのかというのを落とし込んでいければいい

のかなと感じています。 

  それで、ガイドラインそのものを一体どうするかというお話だったんですけれども、自分で

最初に全部つくって当局にはいという形だと、なかなか実態と合わない部分等々いろいろ出

てくるのかなという心配もあって、また、実際の実務を行っている人たちがやっぱり最初の
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部分はつくるべきなんじゃないかなと思います。その上で、できましたと、ああよかったね

ということではなしに、じゃあこういうガイドラインでどうですかという形での改めてのこ

の改善案のどういうふうに入ったのかところを含めての議論というのが、当局につくってい

ただいた上で、あるいは、そのさなかでそういう形が取っていければ、一定こっちの思いも

入ったガイドラインというのができるのかなと感じています。 

○鎌田委員長 ありがとうございます。阿部委員はいかがですか。ない。菅原委員は。 

○菅原副委員長 ありがとうございます。それで、今回出された改善案についての13の項目がご

ざいますけども、この間も３人でるるお話合いをして説明いただきました。その中で、３番

と11番のやはりこの懸案、前からずっと出ているんじゃないかなという部分がありましたけ

ども、当初の目的というのはやはり随意契約に関することも含めて契約に関する改善案とい

う形で取り組んだ部分がありますので、まずはその３番と11番がちょっと外れるんじゃない

かなということで今回提出されたわけですけども、やはりこの全般的にガイドラインに関し

て、我々、平成27年、随意契約のガイドラインというのがつくられたわけなんですけども、

それまではなかったと思います。それで、随意契約のガイドラインとなると随意契約のガイ

ドラインだけなのかなという部分がありますので、この随意契約の契約じゃなくて、ガイド

ラインそのものを契約に関するガイドラインというのをつくってもらうということで、今回

ずっと我々５回ぐらい多分議論してきたわけなんですけども、そういうふうなことで、今回

直に当局とのやり取りを含めてここに書かれた部分が、できる、できないというのはいろい

ろ多分当局でも考えがあるので、まずそれを提案、改善案として提出できればなというのが

ございます。 

  それから、直接つくるか分かりませんけども、このガイドラインをうちでつくっていくかと

いうのは、また委員会として、つくっていくのは別物として、やはり当局でしっかりと認識

してもらうということを前提にして行っていただきたいなというのがございます。これだけ

のものが新たに追加されるというのは、本当に契約の地元の業者さん、また、公平性含めて、

今回コロナにかかっている中での行政の在り方というのも、企業さんが大変な中で入札でき

るような体制も含めてやはりいい方向で持っていけるようなガイドラインをつくっていただ

きたいなと私は思っております。 

  以上でございます。 

○鎌田委員長 ありがとうございます。 



 

-12- 

  そうすると、まず大きなところで、この方向性ですね。契約の今問題点を項目挙げていまし

たが、これはやっぱりガイドラインに反映させてもらうという形ではみんな大方言っている

ものかなと思います。ただ、この中で３番と11番の取扱いがありますけども、今の話を聞く

と、契約書の中にこういった内容も盛り込んであればなおいいとは言える、３番目について

はということでした。 

  あと、11番については、過去に持ち回りの会議があったからこうとばっかし言えないんじゃ

ないのということですよね。ですから、これについては、じゃあ入れましょうか、この要求

の中にね。そして、この11番については、このほかに過去に持ち回りの会議があったためと

いうことを入れていただいて、あと改善案としては、議事録をしっかりと作成することと。

この項目だけで終わらせると。下の指名委員会の内容と主な意見、結果を記載した会議の概

要及び各案件ごとの調書を作成していることを管財契約課に取材済みということを消しちゃ

うと。 

  あとは、３番に戻りますけども、契約書の中にこの契約形態が何になるのか項目を設けても

らうと。明記するのか、どういう表現がいいんですかね。明記するでいいんですかね、この

ままね。（「委員長」の声あり）はい。 

○志賀委員 このまとめたやつを、中の項目がいいとか悪いとかじゃなくて、こういう意見が出

たんだから、この意見に沿ってどうやって入れ込んでもらうかということだと思うんですよ。

ここで何もこれを除くとか除かないとかという話ではないと思うんですよ。 

  それと、私はこういうことになるから話がまとまらないからたたき台としてこういうものを

つくって、これに対して文言をどういうふうにするかということを、危惧したのでそういう

のをつくったわけです。だから、別に役所の人に頼むのもいいんだけども、我々は我々でた

たき台というものをちゃんとそこにつくって、問題を共通認識して文言を入れ、我々なりの

をつくって、それと当局とすり合わせをして、当局でこういうふうに表現したらいいんじゃ

ないですかということでつくり上げてということをしたほうが私は作業がその分進むのでは

ないかなと思います。これだけだと、中身をよく認識できないまま、ただいいか悪いかだけ

の話になっちゃうでしょう。そうじゃないと思うよ、私は。 

○鎌田委員長 ちょっと繰り返しになりますけども、前回の委員会でまとめたものを出すと。そ

して、つくってもらうのはそれぞれの使ういわゆる役所の方々だと。そういうことでこの間

はまとめさせていただきました。志賀委員は反対であろうけれども、そういうふうに決定さ
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せてもらいましたし、ほかの皆さんもその内容で了承を得ているものと私は思っていますが、

いかがですか。ですから、本来、ガイドラインやら手順書、そういったものについては、作

業マニュアル的なところがありますよね。それは実際に使うところでつくるものであって、

我々が押し付けるものではないと私は思うので、ただ要求としてこういう項目はぜひ今まで

問題点があったので網羅してくださいよという要求ですね、今回はね。そういう形でいこう

と思っているわけですが、大方皆さん賛成いただいているものと思っていますが。 

○志賀委員 納得したわけじゃないもん。そういうことでなくて、ちゃんとここで言えることを。 

○鎌田委員長 決を採るしかないかな。（「指名してもらって」の声あり） 

  じゃあ、こういう形で、先ほど言った３番も11番も一部訂正して盛り込んで、13項目をいわ

ゆるガイドラインに盛り込んでもらうよう要求していくということに…… 

○志賀委員 その前に私質問あります。 

○鎌田委員長 いやいや、だって決採ってくださいって言ったんじゃないですか。（「指名して

ください」の声あり） 

○志賀委員 委員長は…… 

○鎌田委員長 ちょっと待ってください。 

○志賀委員 委員会はつくる必要ないと言っているんだけども、本当にそうなんですか。まずそ

こから始めてください。たたき台を委員会としてつくる必要がないのかあるのかといったと

ころから始めてもらえませんか。（「委員長、いいですか」の声あり） 

○鎌田委員長 ちょっと待ってくださいね。だから、この間何度も話したように、これ使う人た

ちがつくるものであって、我々がつくって押しつけるものではないと私は思うわけですよ。

そして……（「委員長は……」の声あり）だからそれについて、今から意見を聞くんですけ

ども、皆さんのね。それで、この間この項目をつくって、それを皆さんで了承いただいてそ

ういった要求を出しましょうということで進んできました。ですから、これについて、今異

議を志賀委員は唱えているわけですけれども、決を採りたいと。 

○志賀委員 だから、もう一回聞いてください。皆さんがこういう資料を求めて了解したのか、

まずそこを確認してください。（「ですから……」の声あり）これでいくのかどうかという

のを確認してください。 

○鎌田委員長 ですから、この内容の是非も含めて最終的には決を取りたいと思うんですけども。 

○志賀委員 こういう資料を作るって、皆さんが了解したならそれはそれでいいですよ。私は少
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なくとも違うので、その辺はそうですかということを、委員長が思うんじゃなくて、皆さん

がどうだったんですかというのを確認してください。 

○鎌田委員長 確認していきますか。 

○志賀委員 そうしてください。 

○鎌田委員長 まず副委員長、お願いします。この提出方法でいいのか。 

○菅原副委員長 先ほどお話ししたとおり、随意契約に関するガイドラインがちょっとなかなか

見えないところがあって、守られていないというのがやはり志賀委員からも多分出たと思う

んですけども、それを強固にしていくということだと思います。この中で、やはりこの項目

が５回にわたっていろんな皆さんから意見を聞きながら改善案を含めてまとめ上げたのがこ

の13項目と私は認識しているんですけども、これをどうするかということで、次に当局に投

げかけて、改善案で我々の委員会でまとめたんですけどもどうですかと、これは間違いない

と私は思っておりますので、ぜひともまずここの方向をきちっとしていかなければいけない

のかなと私は思っております。 

○鎌田委員長 土見委員、いかがですか。 

○土見委員 この問題点、改善点、それから理由というふうにまとめたらどうですかというのは、

多分、たしか僕が提案したかと思うので、まずこの形にしてもらったのはいいとは思ってい

ます。ただ、ちょっと皆さんで多分認識が違うのが、前回の委員会でじゃあどこまで決定事

項として決めたんですかというところが多分認識の違いが大きいので、まずはちょっと事務

局に前回どこまで決めたの、一番最後の委員長の確認のところでどこまで決めたかというと

ころをもう一回説明していただいたほうがいいかなと思っております。今後の方針の部分に

関しては僕もいきなりこれでいくのはちょっとなと思っておりますので、まず事務局に前回

の決定事項をおさらいしてもらってからかなと思っています。（「ちょっと休憩していただ

いて」の声あり） 

○鎌田委員長 議事録はありますか。（「休憩して……」の声あり）じゃあ、議事録は使えると。

（「今持ってきます」の声あり）分かりました。 

  じゃあ、その前に意見だけ聞いて休憩にしましょう。小高委員、お願いします。 

○小高委員 今回、こういう形で項目だけ抜粋した改善案ということで、土見委員のおっしゃる

とおり、じゃあ次でここまでやってねというのは、そこはぜひ確認いただきたいということ。 

  あと、志賀委員がおっしゃるガイドブックをこちらで作るというのが、ここの方針というの
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は契約全般のガイドライン手順書と入札の手順書の作成を依頼すると書いてあるんですね。 

○志賀委員 私は作ると言っているんじゃない。たたき台をつくって基本の土台にしたらどうで

すかということを言っているだけ。 

○小高委員 だから、そのたたき台というのがどこまでのレベルのものを求められているんだろ

うと。例えば、向こうにつくってもらうことを前提として、じゃあそれについて、その中に

これを入れてくれ、これもある意味では一つの大分薄い形のたたき台ということにもなるの

かなというふうに思っていますし、恐らくこれ、志賀委員が作っていただいてこれから説明

いただくガイドブックなんですよね。こういう形でこういって網羅したものをつくるのがい

いのか、何かちょっと悩ましいところだなと思っているんですけれども、私なんか本当に素

人なので、じゃあ逆にこれでどこまで私たちが問題にしてきたところ、それ以外にガイドブ

ックとして必要なものってたくさんあると思うんですよ。それがどこまで網羅できているの

かなというのが、私ちょっとこの場で何とも言えないので、なかなかこっちである程度まと

まったものをつくるというのができるのかどうか、ちょっとその辺りを議論しなきゃいけな

いかなというふうに捉えました。 

○鎌田委員長 阿部委員はいかがですか。いやいや、それどっちか言ってくださいよ。賛成なの

か反対なのか、それぐらいちょっと言ってもらわないと、委員会のあれとして困りますから。

いやいや、今ほかの意見を聞いているところです。阿部委員、いかがですか。賛成、反対ぐ

らい言ってください。 

  いや、これでいい、悪いぐらいは。 

○志賀委員 違うよ、（「だから、その……」の声あり）こういう資料を求めてお受けしたんで

すかという、その認識はどうか一応確認してくださいという話だよ。 

○阿部委員 賛成、反対と言われますと大変困るので、あまりにもそれでは意見にならないので、

皆さん今お聞きしました、たくさんの意見をね。それぞれにやっぱりいろいろ捉え方という

か、そういった面もありますね。まとめていただいたのはとてもいいと思いました。この中

で大事なこともたくさんありますし、ですから、やっぱり当局でつくっているガイドライン

があるはずなので、そこに不足しているものとかそういったものも一応チェックして、この

中身として足りないところを補っていくというのは私たち委員会としては大事なんじゃない

のかなと思いました。よろしくお願いしたいと思います。 

○鎌田委員長 ちょっと休憩取る。すぐ行く。すぐですか。（「はい」の声あり） 
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  志賀委員が言われた、あと土見委員が言われた、この間どの程度まで決めたのかという議事

録を、配付できるんですかね。（「口頭で」の声あり）口頭でまず読み上げて。じゃあ、相

澤事務局長。 

○相澤事務局長 それでは、最後に委員長から確認をされた内容については、３月24日に上げら

れた論点、それから本日志賀委員から提出された問題と、これを含めた原因、それから対策、

そしてガイドラインのどこに盛り込むかを委員長、副委員長、そして志賀委員の３人でまと

めていくということを確認したということで、今回、その３人で出したのがこの表というこ

とでございます。 

  以上です。 

○志賀委員 だから、ガイドラインのどこに盛り込むかという話なんですよ。 

○鎌田委員長 だから、随意契約のガイドラインと、それから、今もうプロポーザルのガイドラ

インができているようなので、それに盛り込んでもらうと。そして、ほかの契約全般のガイ

ドラインというのはないので、それは手順書なりガイドラインをつくっていただくと。それ

から、入札についても、手順書を作っていただく。それに盛り込んでもらうということです。 

○志賀委員 私は違うと思います。ガイドラインの話。当局で出してきたガイドラインを基準に

して、ガイドラインの話をしているんだから。だからいいよ、それはそれで、これからどう

するかということを今決めましょう。結局皆さんの認識が違うんだから。だから私何回も念

押したの。違っているなと思って、認識が。だけど、結局は変わらないのな。ガイドライン

にどうやって盛り込むかということを言っているんだけども、結局はそうじゃなかった。 

○鎌田委員長 どうやってというか、だから当局に説明してこの項目を盛り込んでもらうと。 

○志賀委員 それを利用しましょうと言っているだけだから。（「暫時休憩して」の声あり） 

○鎌田委員長 休憩したいと思います。 

   午前１０時５０分  休憩 

──────────────────────────────────────────── 

   午前１１時２０分  再開 

○鎌田委員長 では、休憩前に引き続き会議を開きます。 

  志賀委員の提出いただいた資料の説明を求めます。 

○志賀委員 お疲れさまです。 

  一応、タイトルは塩竈市契約業務ガイドブックというタイトルになっていますけども、これ
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ただちょっとつけただけ。一応、前に出てきたガイドブックの資料を基本的に引用していま

す。 

  まず、契約種類というのは、地方自治法で定められており、売買、賃貸、請負契約、この中

には一般競争入札、指名競争入札、随意契約、競り売りの４種類があると。そのほかに、そ

の他の契約として、運送、保管、印刷等各種業務の委託契約もあるというところがここに書

いてあります。 

  それから、発注事業の公告方法とその期間というところで、これは一応検討事項というとこ

ろに赤字で表示したんですが、残念ながらこれがなっていないので、公告の方法は入札、随

意契約ともにホームページの同一ページにまとめると。これは改正案が出ています。公告の

方法は入札、随意契約ともに塩竈市役所前の掲示板にまとめて掲載すると、これもうたって

おります。入札物件については、発注額・発注内容に応じて入札参加しやすい期間の設定を

設けると。これは、こういう案として考える。だから、金額によって当然設定、見積りする

時期が変わってくると思いますので、こういうところは担当課と相談しなきゃいけないだろ

うと。随意契約については２者以上の相見積り徴収を原則とするとともに参加しやすい期間

の設定を設けるということですね。受注希望事業者が閲覧しやすい環境の整備をと。 

  あと、契約方式について。 

  一般競争入札、3,000万以上。公告によって不特定多数の者に参入機会を与える原則的な契

約方法である。これはガイドブックに書いてあります。発注金額により公募日から入札日ま

で十分な期間を設ける。これは検討事項ということですね。それと、指名競争入札です。一

定条件の下に特定多数の者の競争入札を限定して行う契約方法だと。これはガイドラインに

書いてあるとおりです。そして、これの問題解決としては、発注金額により公募日から入札

日まで十分な期間を設ける。それから、指名委員会のメンバー構成の見直し、第三者参加型

にしてはどうかという提案ですね。 

  それと、随意契約については、地方自治法で例外的に認められているのは、単数の者より見

積書を徴する特命随意契約という方式と、複数の者より見積書を徴する競争見積方式による

随意契約という２種類あるということになっています。これも発注金額により公募日から入

札日まで十分な期間を設けるべきではないかということですね。売買、賃貸、請負その他の

契約で下記のとおりの額を超えないときというのが、これは契約事項に書いてあります。ガ

イドブックに書いてあるとおりの内容です。 
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  それと、随意契約に至る事由ということで、これもガイドブックに書いてあるものをそのま

まここに書いてあります。それで、下の薄い字になっているのはこれは赤字で、検討事項と

して、例外事由の妥当性については入札審査会にて審査してはどうかということ。それと、

例外事由の見極めには十分な市場調査が必要であり、安易にこれらの方法を選択しないよう、

選択基準を設ける必要があるということの注意事項ですね。 

  過去の不明瞭な随意契約としては、海岸通りのセレーノマンションの建設地１億5,000万円

が１者見積り随意契約で売却されたと。これは塩竈市の規則であれば当然入札公募しなきゃ

いけないですね。それと、理由が定住促進のためということなんですが、これはこういう理

由をつけて随意契約されたわけなんですね。事実があると。平成24年には、貞山地区の市営

上屋、これが39万円で１者見積りで売却されたと。これにおいても、我々には２棟とも津波

で解体したいというので、解体の予算をオーケーしたわけですが、後になって利用者が欲し

いと言ったので売却したということになったんですが、解体する前にそんなのは本来利用者

に聞くべきであって、何でこういうことをしなきゃいけない。こういった問題点を解決する

ためにはどうしたらいいのかということで、この契約内容を記載しています。 

  ３のその他の契約方法についてということで、総合評価落札方式という方法があります。こ

れは、価格以外の技術的能力を含めて総合的に評価し落札者を決定する方法になります。こ

こには地元への貢献度を評価点に加算するということが書いてあるというところがあります。 

  それから、単価契約。これは、内容または性質上その数量が確定できない場合に、その規格

及び単位当たりの価格だけを決定する例外的な契約である。これは、一応法律に決められた

表現になっていますけども、あと災害時の瓦礫処理のように、事前に数量が特定できないも

のについて予定数量を推定した上で作業遂行に必要な人工、使用機械等の単価を定め、期間

を区切り、当該期間内の使用実績数に単価を乗じて得た金額の代金を支払う契約です。単価

契約においては、請求書が提出されたときが支出負担行為になり、必要な書類は請求書にな

るというふうにここには書いてあります。契約事務規則等で発注の限度額が定められている

が、限度額を超えて発注できるものもある。物品、委託、工事といった単価契約により使う

契約帳票が異なるということで、下にその帳票の種類が書いてあります。 

  総価契約というのは、単価・数量及び契約金額が確定された上で行う契約で、地方公共団体

の契約は総価契約が原則となる。単価契約の案件であっても発注限度額を超える場合には、

必ず総価契約の手続を取る必要があると書いてありますが、この発注限度額の捉え方と書い
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てありますけども、これは発注限度額が何を指しているのかちょっと分からないので、これ

はここに書いてあります。これは、また担当者が来たときに。総価契約においては、契約締

結が支出負担行為となり、支出負担行為に必要な書類は契約書、請書、見積書となっている

という、これは一覧です。下にはこれ赤字でまたクエスチョンマークのところ、浦戸地区の

がれき一次仮置き場管理業務では契約書、見積書、請書は調査特別委員会には資料として提

出されていないという事実があったと。震災時の瓦礫処理は発生数量が確定できないことか

ら単価契約であるとの説明を東日本大震災調査特別委員会の場で佐藤 昭前市長はしていた

が、裁判では総価契約であるとしているということで、こういった齟齬を防ぐためにどうし

たらいいのかということです。 

  確定契約、これは契約金額をもって相手方に支払われる代金の金額を確定している契約を言

い、一般確定契約のほか超過利益返納条項付契約がある。こういった契約の種類があるとい

うことを書いてある。この辺はガイドラインに入っていないです。 

  それから、準確定契約というものがあります。これは、代金の金額をあらかじめ定める基準

に従い、契約金額の範囲内で確定する契約を言い、中途確定条項付契約、履行後確定条約付

契約及び特定費目確定条項契約等がある。 

  概算払い契約、概算契約ですね。これは、前２者の契約方法によることが適当でないと認め

られる場合に、代金の金額を後日、あらかじめ定める基準に従って確定することとしている

契約を言い、一般概算契約のほかに特定費目精算条項付契約がある。本契約の業務完了時に

は完了検査が行われ、当該費目の領収書等の付け合わせが必要とされている。これを明確に

されていないんですよ、ほとんどね。これをちゃんと示したほうがいいのかなと。事例とし

ては、東日本大震災の被災者の就業支援を目的とした重点分野雇用促進事業があったが、国

の通知では概算払いにしなさいとしていたが、塩竈市は裁判で確定契約であったというとこ

ろで、裁判の返還請求というのは却下されたわけですけども、ただ、その中には300万円の県

から返還請求を求められて支払っている事実がある。ところが、300万円の返還したやつを塩

竈市は補正予算で我々議会には提示しておりません。１年過ぎた後で分かりました。こうい

うのを防ぐためにはどうしたらいいかということですね。 

  それから、長期継続契約、会計年度の関わりなく契約する。これは、電気、ガス、水道、通

信、不動産貸借、そういうのが該当するということですね。 

  プロポーザル方式は、指名制と公募制があるということで、ここは薄字、赤字になっていま
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すが、選定過程の公開、公正を期すために評価者に第三者を入れる。過去のプロポーザル方

式では、議会を含めて公開されていない案件があったと。その辺りについては、議会に議員

参加求めるんだけども、何か参加を求めずに秘密裏にやっているプロポーザルの発表会があ

るんですね。新規システム導入のプロポーザル方式においては、評価の際に同システムの導

入実施団体の評価の確認をすること。これは何を言っているかというと、防災無線ですね。

アナログからデジタルに変わったということで、５億円かけてデジタル化したわけですが、

結局さっぱり聞こえないと。総務教育委員会だったので、長岡市に視察に行ってきました。

そのとき、長岡市では４分の１かな、デジタルにしたんだけども思わしくなくて、デジタル

をやめて防災だけに切り替えたということがあったので、先進地をきちんと視察していけば

そういう無駄なことも防げたのではないかなという反省を込めてこういう問題提起をしてい

ます。 

  以上ですね。 

  あと、この次のはフローチャートですね。これは、この前頂いた資料にもフローチャートは

書いてありましたけども、これは、契約までのフローチャートしかあれには書いていなかっ

たので、支払いまでのフローチャートをつくったほうがいいのかなと、我々議員のためにも

ですね。いろいろ見ていくと、起案というのが１つの事業の中で３つ出てくるんですね。ま

ず事業をやる起案、その次に見積りを依頼するための起案、それで最終的には契約するため

の起案ですね。それで、そういうものがあるんですが、我々が議会で資料要求しているとそ

ういうのが一式出てこないんですよ。そういうチェックが議会で全くできない状況なので、

こういったフローチャートをきちんと定めて明示したほうが、いろんな資料を要求するとき

に後々役に立つのではないか、分かりやすいのではないかなということで、このフローチャ

ート、委託契約の入札のフローチャート、それと、その次が随意契約のフローチャート、そ

して次がプロポーザルのフローチャート、こういうところ一応分かる範囲で書いたんですけ

ども、これについてはやっぱり担当課の方に詳しく聞いて、このフローチャートのないとこ

ろを埋めていく必要があるだろうと思っております。やっぱりチェック時に、これを見れば

こういう書類が必要なんだなと。そうすると、議会としても肝腎な資料要求ができますし、

必要なものと必要でないものが分かりやすい。一つは、今になって気がついたのは、例えば、

起案書に契約方法を書いてあるんですね。入札の場合は書いていないけども、単価契約は単

価契約でね。だから、そこで一つ契約方法というのは明示されているわけですけども、あと、
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なおかつ契約のときに、例えば契約書にちゃんと契約方法を明記する。それと、仕様書の中

に、例えば瓦礫の処理の場合は、ほかの自治体では、出勤人数を把握するためにちゃんと集

合写真を撮って、その都度報告書に添付していたんですね。ところが、塩竈市の場合は一切

それがなかったということで、本当にその人が仕事やったのかやらなかったのか全く分から

ない。特に問題だったのは、人工の数量。実際我々が聞いたのは、本人たちが二組になって

仕事をしていたと聞いていたんですけども、実際の請求では倍にもなって働いていることに

なっていた。そこで、この委員会で是非がもめた経緯があるので、やっぱりそういうことを

防ぐためにはその使用者なりにそういうことをきちんとうたっていく必要があるだろうとい

うことも含めて、これをたたき台にして議論しながら、そういう問題点を指摘しながら、じ

ゃあどう直していくかということを議論していけたらいいんじゃないかなという思いで作り

ました。 

  以上です。 

○鎌田委員長 説明はこれで終わり。（「はい」の声あり） 

  じゃあ、質問等ございますか。いかがですか。（「すみません、もうちょっと追加します」

の声あり）はい。（「８ページ」の声あり）ちょっとマイクを使っていただいて。 

○志賀委員 ８ページで、例えば…… 

○鎌田委員長 例えばって、資料どれですか。 

○志賀委員 ８ページ。 

○鎌田委員長 これの８ページ。 

○志賀委員 私作った８ページで、ここのところは、随意契約ではちゃんと契約書を書かされる

んだと思うんだけども、結局そういった契約書が全然ないまま、協定書というもので何か全

部代替をされている。下に書いてありますね。あと、金額の変更、それがその上に随意契約、

塩竈市災害復旧連絡協議会で、各仮置き場の契約なんですが、一番最初の支出負担行為書と

いうものには8,100万と書いてあって、変更負担行為書、平成23年10月に１億8,000万。これ

が最終的な金額になるようなんですが、こういった金額の変更をしたことが我々議会に明確

に伝わってきていない。結果としては、この負担行為の金額を全額使い切っている、翌年の

３月に。だから、各仮置き場の請求書を見ますと、年度末の請求額がそれまでの月の請求額

の２倍、３倍になっているのが当たり前になっている。極端なのは新浜の公園の一次仮置き

場、これが毎月1,000万から1,500万だったのが最終月は6,000万になっているんですよ。重機
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があの野球場に40台。人が、毎日作業員が50人働いております。というようなことが後で分

かった。こういったことをやっぱり防ぐためにも、この仕様書に写真とか、それとあと請求

書ですね。それに関しての請求書の中には重機とか、みんな契約書というか、請求書には全

部細かく書いてありますので、十分にそれでチェックできるように、そういう作業も今後何

かあったときには規定することも必要なのではないかなと感じております。 

  以上でございます。 

○鎌田委員長 ご質問ありますか。なし。菅原委員。 

○菅原副委員長 今の説明ありがとうございました。これも今回初めてガイドブックという形で、

志賀委員が提案されたガイドブックだと思います。説明を聞きますと、やはり先ほどの、ま

た戻りますけども、ガイドラインの改正案ということを含めて考えていくと、今回出された

ものが、問題提起というのはいろいろ志賀委員の中でずっと出ていますけども、改善案とい

うのがやはり６項目ぐらいしかなかったのかなという部分がございました。一つは発注の仕

方と。ホームページの同一ページでまとめる、これは入っている部分で４つぐらいはもう全

て前のやつに盛り込んでいる部分であった部分がありました。あと、２ページ、契約の説明

もずっと入っていて本当に分かりやすくなって、問題提起もされて説明もされたんですけど

も、地元の貢献度とか加点として設定してくださいということで改善案もここに書いてあっ

たんですけども、そうしますと、改善案がやはり大体説明で分かりやすく、私も確定契約と

か概算契約とか説明文としての認識はしたんですけども、一応ガイドブックというかマニュ

アルを分かりやすく説明している部分かなと思いますので、今回の改善案の中に入れ込むこ

とがあればそれを入れ込んでもらって、必要性があるのかなという部分がありますので、先

ほど委員長からもありましたこれを含めて、変更に盛り込める部分があればしていったほう

がいいかなと私は思っております。感想でございます。 

○鎌田委員長 ほかございますか。いかがですか。小高委員。 

○小高委員 じゃあどっちにするというところまでまだよく私は理解していないんですけども、

この赤字であるとされたところがこの中身に大体入っているということなんですよね。そこ

を突き合わせてご説明いただくと、私としては分かりやすいかなということだったんですけ

ども、先ほど委員長がおっしゃったように、ここでどっちというのは私の中で整理しきれて

いなくて、その辺りちょっとお聞きしたいと思うんですけれども、これがどこに当てはまる

のかというのを教えていただくと。 
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○鎌田委員長 今、小高委員の質問があるので、志賀委員、何か答えられるのであれば。マイク

を使っていただけますか。 

○志賀委員 １番については、ホームページ上でということで、私の書いた資料の１番に公告の

方法についてはホームページの同一ページにするということを書いてありますよね。 

  あと、プロポーザル、見積書というこれについては、公告の方法は市役所の掲示板にまとめ

るそれと同じところのその公告の方法とその期間というところに書いてあるんですよね。 

  あと、契約形態についてというのは、単価契約についてというところで単価契約が何なのか

ということをここに、３ページに単価契約ことが書いてある。そこに単価契約がどういうも

のかということについてね。 

  ４の財産の売払いは、２ページの下に過去の不透明な随意契約例というところに書いてあっ

て、ここに一つの例を書いてある。だから、守られていない例を書いています。 

  ５番目、公正公平な契約、総合評価落札方式というのは、これは３ページ目の一番上、総合

評価落札方式というものがどういうものであるかというのをここに書いてありますね。 

  それから、プロポーザル方式については、４ページの最下段に書いてありますね。 

  それから、契約全般については、これは随意契約のところで、３ページの単価契約、それか

ら総価契約というところでのここに書いてあります。そこの赤字で浦戸地区を例として書い

ています。それから、下請権利が守られていないのではというところは、これが抜けている

ことになりますね。10ページにありました。 

○鎌田委員長 私は全部盛り込まれていると思うんだけども、整理したやつの中に全部含んでく

るよね。小高委員。 

○小高委員 分かりました。一つ思ったのは、大変まとめていただいて、各種契約の中身なんか

まとめていただいたんですけれども、ここの方針案の中に入っている改善案というのは、ガ

イドラインというものをつくるに当たってきちんとこうせよということをうたっていると。

志賀委員から頂いた資料だと、ここに問題があるよという指摘を結構たくさん入れてもらっ

ていると。だから、どっちがということではなしに、ここにこういう問題点があるからこう

いう改善が必要になるんだよというあたりをくっつけてまとめていくというか、その都度そ

ういう作業が必要になるのかなということでお聞きしました。 

○鎌田委員長 そうすると、その事由の部分をもうちょっと煮詰めていったほうがいいというこ

となんですか。詳細にということですか。 



 

-24- 

○小高委員 そのほうが当局としてもこの改善はこういう目的なんだよというのが分かりやすい

かなということです。 

○鎌田委員長 分かりました。土見委員はどうですか。 

○土見委員 このガイドブックをご説明いただいて、やはり我々議員目線というか、議員に対し

て読みやすいものだなというふうに感じていました。ただ、さっき志賀委員からご説明いた

だいたときに分かったと思うんですけれども、実はこのガイドブックと改善案で、ガイドブ

ックに載っているけども改善案に載っていないものとか、その逆もあったりして、まだ内容

が必ずしも要点が合致しているという状況ではないというのが分かりました。あと、どうし

ても傾向としてガイドブックのほうが我々が見て分かりやすいようにということがあるので、

説明が非常に丁寧にされているということで、それを言い換えると、実は改善案としての論

点が若干分かりづらくなっているところがあるかなと思います。なので、今後としては、僕

としては皆さんのご意見次第のところはあるんですけれども、このガイドブックというもの

をしっかり煮詰めていった上で、そこの部分の改善案として提言した部分をこっちの改善案

にしっかり落とし込んで、こっちの案を当局に渡してガイドブックの改善をしてもらうとい

う必要があるのかなと思います。そうやって煮詰めていったやつは我々の手元に置いて、契

約案件を審議する際の参考書というかガイドブックとして活用させてもらうという形がいい

のかなと感じております。 

○鎌田委員長 ほかございますか。 

  そうすると、今志賀委員から説明していただきましたが、ほぼこの今後の方針案に入ってい

ると。ただし、意見としては、この理由の部分、これをもうちょっと詳しくこれを利用して入

れたらいいんじゃないかということですよね、一つはね。 

  それから、土見委員についても、どうなんですかね、ほぼ入れているということなんですか

ね。何かいまいちちょっと分かりづらかったけども。 

○土見委員 委員長からご説明いただいた改善案に若干漏れ抜けている部分、例えば、分かりや

すいところだと、１ページの発注事業の公告方法とその期間というところの２番目、掲示板

にまとめて掲載するなんていうところは改善案には入っていないので。 

○鎌田委員長 まとめてというのが入っていないということは、このガイドブックに入っていな

いということ。 

○土見委員 ガイドブックに入っているんだけども、改善案には入っていないというのが何か所
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があるんですよ。なので…… 

○鎌田委員長 それは何ですか。そこ指摘してもう入れちゃったほうがいいよね。 

○土見委員 今々全部指摘するのはあれなんですが、今例として挙げたのはガイドブックの１ペ

ージの右ぽち、発注事業の公告方法とその期間の丸の２つ目、掲示板にまとめて掲載するな

んていう話は改善案には入っていないですよね。 

○鎌田委員長 掲示板というのはホームページを言っているんじゃないの。 

○土見委員 いや、じゃなくて、（「市役所の前の掲示板」の声あり）現物のリアルな。 

○鎌田委員長 じゃあ、プラスして掲示板ね。 

○土見委員 というふうに、何か所か出てくるので、まず要点を合わせるところからスタートし

ます。その上で、ただガイドブックはもっと多分少しでも詳しくなるし、あとはガイドブッ

クは事例は多いんですけれども、改善案もしくは議員として見なきゃいけないチェックポイ

ントみたいなところまでもう少し落とし込んだほうがいいのかなと。なので、その辺りを詳

しくした上で、こっちのリストにそれを転記して当局に出すという形がいいのかなと思って

います。 

○鎌田委員長 そうすると、分かりやすく言えばガイドブックを今後の方針のこの改善案に盛り

込んでいくと。 

○土見委員 そうですね、ガイドブックをもう少し充実させた上で、改善案に…… 

○鎌田委員長 盛り込む必要があれば盛り込むと。 

○土見委員 改善案に要点を盛り込んで当局に出すという形がいいと思います。 

○鎌田委員長 分かりました。そうすると、今２点出されたんですね。ガイドブックを利用して、

この理由の欄をもうちょっと充実させるということと、（不規則発言あり）話聞いていただ

けますか。この理由をいわゆる充実させていくということと、それからこのガイドブックを

利用して、この改善案で記載されていない部分について盛り込んでいくということですね。

（「こっちにもあると思うよ」の声あり）えっ。（「これはこれで改善案を……」「準備し

たときに」の声あり）私的に話すのはやめてください。じゃあ、小高委員。 

○小高委員 どっちに盛り込むかという話だけではないのかなと思っていて、今後の方針の１番

の、まず当局に全般のガイドライン、あるいは、手順書というものを作ってもらうと、ここ

が大体全体的にそういう流れになっているのかなと思うんですけども、その上で、じゃあ対

当局と対議会議員というところでのお話なんだろうと思うんです。なので、例えば、どっち
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かにまとめて一本でそれではい終わりということではなくて、この改善案なら改善案の中で

足りないものをガイドブックから入れていく、融合、成立させていく。それはじゃあ当局に

対して出して、これを踏まえてきちんとしたガイドラインをつくってくださいと。私たちと

してはこのガイドブックの中でチェックすべき項目というのは、抜けているものをもうちょ

っと充実させていくことで、基本的な部分を一致させた上で２つのものをつくると。対当局

と議会用ということでのガイドブック、あと改善案というまとめ方がいいのかなと思うんで

すけども、その辺はいかがですか。 

○鎌田委員長 何かよく分からないな。（「じゃあ、いいですか」の声あり）はい。 

○土見委員 僕も多分小高委員と同じ意見だと思うんですけれども、基本としてはこの改善案の

リストに追記して出すという形でいいと思います。ただ、ガイドブックの中からこのリスト

に抜けているものを追記するというだけでは不足があるので、まずはこのガイドブックの内

容を一回ちょっともんで厚くした上で、その中からこのリストに理由なり、あとは特に改善

案の部分、この部分を転記して出すという形がいいと思います。なので、まず一番最初にや

るべきこととしては、ガイドブックというのをもう少し内容を充実させていくと。その上で、

それがある程度終わった段階で、当局のガイドラインの改善点として挙げるべきところをこ

っちに転記して当局に出すと、それが一つこういう形の流れがいいのかと思っています。 

○鎌田委員長 なに、そうすると、ガイドブックを充実させるということだね。 

○土見委員 そうですね、僕としては。 

○鎌田委員長 そして、この中身を改善案やら、小高委員の意見も言えば、この理由の中に盛り

込んでいく、追記していくと。ということは、なに、そうするとガイドブックはみんなでつ

くるということなのね、今、これを基に。土見委員。 

○土見委員 そうですね、ガイドブック、これは、なので僕ともしかしたら小高委員そうなのか

もしれないですけども、これは最終的には議員の手元に置く議員用のガイドブックになるか

と思います。ただ、そうすると結局改善案として提言するものに、過剰な反応になってしま

うところがあるので、ガイドブックをそのまま先方に渡すのではなくて、ここから改善して

ほしい点、それからどのように改善していくか、あと理由という部分だけをリストに転記し

て当局に出すというのがいいと思います。 

○鎌田委員長 そうすると、この志賀委員が作ったガイドブックは、いわゆる我々の勉強用とチ

ェック用ということですね。なおかつ、今回これの中身を改善案と理由の中に必要項目は盛
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り込むということですかね。また違うんですか。 

○志賀委員 後ろのフローチャート、これが完全ではないので、（「そうなんですね」の声あ

り）事務局にしっかりとまとめてもらえればいいのかなという提案なんですが。 

○鎌田委員長 分かりました。 

  じゃあ、時間も時間になってきたので、とりあえずは今日の分の話をまとめて、次はそれで

進みたいと思うんですが、まずそこはいいですかね、時間。まずね。 

  それから、もう一点は、先ほど言った次についてはこのガイドブック、これを細かくみんな

で審議していくと。審議した内容については、今後の方針案のこの中身に追記していくとい

う形にしたいと思うんですけども、いいですかね、そういうことで。（「フローチャートを

ちゃんと手直ししてもらわないと」の声あり） 

  フローチャートについては、事務局からお願いして調べていただくと。間違いがあれば訂正

いただくという形で、その３点になりますけども、よろしいですかね。（「はい」の声あ

り） 

  じゃあ、本日長時間にわたって審議いただきました。審議に志賀委員から提出された塩竈市

契約業務ガイドブック、これを説明していただきましたが、この内容をもう少し皆さんで審議

する必要があるという意見が出ましたので、そういうふうにしたいと思います。これについて

はまずご異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

  審議した内容については、今後の方針案で３者でまとめさせていただいた総務教育常任委員

会契約事務に関する改善案、これに盛り込んでいくと、不足部分については追記していくと

いうことで、２点目はよろしいですか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

  ３番目として、このガイドブックの中のそれぞれの契約形態についてフローチャートがあり

ますが、これについてのこのフローチャートのチェックを事務局でしていただくということ

で皆さんよろしいですか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

  ということで、３点決めさせていただきました。次回の総務教育常任委員会については、こ

のガイドブックを中心に審議していきたいと思います。（「委員長、休憩いいですか」の声

あり）そうですか。 
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  じゃあ、ちょっと休憩を取らせていただきます。暫時休憩いたします。 

   午後０時００分  休憩 

──────────────────────────────────────────── 

   午後０時０２分  再開 

○鎌田委員長 では、休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次回の会合の内容についてお諮りいたします。 

  １点は、志賀委員から提出された塩竈市契約業務ガイドブック、これの見直しを行います。 

  ２つ目といたしまして、この見直しが終わった後の内容について、総務教育常任委員会契約

事務に関する改善案の中に盛り込んでいく、追記していくということが２点です。 

  ３番目としては、ガイドブックの中のフローチャート部分、これを事務局にチェックいただ

くということでよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

  次回の会合といたしましては、協議会がございますのでその後の日程になるかと思います。

今から調査していただくことについての期間もありますので、そういったことを見合って委員

長、副委員長で決めさせていただきます。よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

  以上で本日の会議は終わりたいと思います。ご苦労さまでした。 

   午後０時０４分  閉会 

─────────────────────────────────────────── 

  塩竈市議会委員会条例第２９条第１項の規定によりここに署名する。 
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